
 
 
 

 

   

   

 
 

 

 

  

 

 

 

  

  

  

     

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  
大内塗、東京 2020 大会記念品に 
東京 2020 オリンピック・パラリンピック開催

の機会に、各国から訪れる国際オリンピック委員

会委員やパラリンピック委員会理事、国家元首ら

大会関係者に、全国の伝統工芸品等を記念品とし

て贈呈するプロジェクトが予定されており、県内

では赤間硯と萩焼、山口市からは大内塗が記念品

として選定されました。 

黒と大内朱の大内塗箸各２膳に携帯用箸袋付き

のセットを、指定の仕様に合わせて大内塗漆器振

興協同組合によ

り制作、10 セ

ットを東京都に

納品する予定で

す。大内塗をは

じめとする各地

の特産品の魅力

が世界に広く伝

わることが期待

されます。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の行事で、町内会に入っている伝た。 

 山口ふるさと伝承総合センター 

 伝承センター通信  

 

新型コロナウイルス感染拡大防止対策について 

 

山口ふるさと伝承総合センターをご利用いただ

いている皆様には大変ご迷惑をおかけしておりま

す。２月２６日に山口市主催のものづくり教室・

OB 会、大内塗箸づくり体験などの中止が決ま

り、指定管理者が主催する竹細工教室などの自主

事業についても、山口県で感染者が確認された３

月４日に中止を決定したところです。この度、３

月２７日からの再開が決まりましたが、引き続き

予断を許さない状況にあります。指定管理者とし

ては、全館の入口にアルコール消毒スプレイを設

置し、各館の換気を行うとともに、３月１日から

毎日、全館全室のドアノブ、取手、手すり部分を

除菌シート等で拭き取る作業を続けております。 

         

指定管理者 ～NPO 法人山口まちづくりセンター～ 

令和２年 
2020 

４月           

 

センター教室受講生・

OB による「ものづくり

教室作品発表会」（3/3

～4/5）を開催。一の坂

川の桜は今年も変わら

ず季節の訪れを伝える

でしょう。 

ものづくり教室作品発表会（まなび館） 

 

大内塗箸と箸袋セット（イメージ） 



幕 末 
 

① 蛤
はまぐり

御門
ご も ん

 

京都御苑西側の門。かつては開かずの門だったのが、天明

の火災で開門されたことから、焼かれて口を開ける蛤に例え

て名がついた。 

1863 年「八月十八日の政変」で京を追われた長州藩は、復

権を図り翌年京都へ進軍した。嵯峨天龍寺を発した国司
く に し

信濃
し な の

・

来島
き じ ま

又兵衛率いる 800 名は分

かれて御所に迫り、蛤御門付

近で会津藩・薩摩藩と激戦を

展開、来島が戦死した（禁門

の変＝蛤御門の変）。門には弾

痕が残っている。 

 

②鷹司
たかつかさ

邸跡 

京都御苑正面の堺町御門から入ったところにあった。禁門

の変で、山崎から北上した真木
ま き

和泉
い ず み

・久坂玄
げん

瑞
ずい

ら 600 名は堺

町御門を目指した。久坂は公家鷹司邸に入り、朝廷への嘆願

を頼むも聞き入れられず、長州藩は激戦の末敗れた。鷹司邸

は幕府方の攻撃により炎上、久坂は同門の寺島忠三郎と刺し

違えて自決した。 

 

③木戸孝
たか

允
よし

旧邸跡 

西郷隆盛、大久保利通と並び「維新の三傑」と呼ばれる木

戸孝允（桂小五郎）は、幕末長州の藩政府で中心的存在とな

り、京都の薩摩藩小松帯刀邸で薩長同盟を結んだ。維新後は

五箇条の御誓文の起草や版籍奉還、廃藩置県の実現に中心的

役割を果たした。 

幕末の京都では、朝廷（御所）を中

心に、公家の屋敷を拠点として政局が

激動した。その一つ公家近衛家の屋敷

だったものを明治に木戸が購入し別邸

とした。天皇の京都巡幸に従った際持

病を発症し、天皇の慰問を受けるも逝

去、東山霊山
りょうぜん

に葬られた。山口市糸米

の旧宅跡地そばの木戸神社に、文武両

道の神として祀られている。 

 

④長州藩邸跡 

江戸時代初め、高瀬川一之舟入南側に建てられ、幕末には

尊王攘夷派の拠点となった。禁門の変で敗れた長州藩は自ら

藩邸に火を放って退却した。今の京都ホテルオークラの地で、

桂小五郎像・伊藤博文像・大村益次郎遭難之碑がある。 

 

⑤池田屋騒動跡 

禁門の変に至るきっかけとなった事件。三条小橋の旅館池

田屋で協議のため集まった長州藩士らが、近藤勇ら新選組に

襲撃され、吉田稔
とし

麿
まろ

ら多くの死傷者や逮捕者を出した。桂小

五郎は間一髪で難を逃れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

室町時代 
 

①相国寺
しょうこくじ

 
応仁の乱勃発に伴い上洛した大内政弘は、東寺から船岡山、

相国寺へと陣を移し、西軍の主力部隊として活躍した。激戦
となった相国寺の合戦では陶弘房が討死した。（陶弘房の菩提
寺は瑠璃光寺） 
 

②室町幕府（花の御所 義満・義教・義政・義晴等） 
幕府（将軍邸）は将軍の代によって場所が移っている。足

利義満が造った「花の御所」は、上立売通・今出川通・室町
通・烏丸通に囲まれた地にあった。「室町幕府」の名称は室町
通に表門を開いていたことに由来する。 
 

③27代大内持世邸推定地 
六条にあった大内屋形は大火によって焼失しており、上洛

した持世は地元から用材を運
び、屋形を花山院南八丁町に新
造した。今の京都御苑内宗像神
社付近かと思われる。大名屋敷
としては最大規模のもので、大

内氏の財力のほどを窺わせる。 
 

④赤松満祐邸推定地 
持世邸が造られた翌年、赤松満祐邸で戦勝祝いの宴のさな

か将軍義教が満祐に殺害され（嘉吉の乱）、同席していた持世
も重傷を負い、ひと月ほど後に新築の屋敷で亡くなった。 

赤松邸は、西洞院・冷泉（夷川通）・二条に囲まれた地で、
陽成院跡（夷川公園）南側にあったとされる。現在一帯に古
い建物はあまりみられない。 
 

⑤室町幕府（等持寺跡 尊氏） 
 

⑥室町幕府（三条坊門邸 義詮・義持・義稙等） 
 

⑦30代大内義興邸推定地 
義興は、明応の政変で失脚後山

口に下向していた足利義稙を擁し
て上洛、義稙は将軍に返り咲いた。

義興は 10 年にわたって在京し幕政
を支える一方、猿楽や犬追物の主
催、賀茂競馬の見物も行っている。 
義興の宿所は六角油小路にあり、「本能寺の変」で炎上した

本能寺跡付近と思われる。剣豪塚原卜伝が食客となっていた
とも伝わる。本能寺は「本能寺跡碑」に

隣接する区画一帯を占めていたようで、
付近の消防団建物も史実を偲ばせる。 
 

➇26代大内盛見邸推定地 
盛見在京中の屋敷は烏丸・室町・楊梅・六条坊門に囲まれ

た地にあり、今の五条通南側にあたる。庭園を備え将軍御成

もあったという。 

京都市街大内・長州関連史跡図 
⼤内⽒や⻑州藩⼠が駆け抜けた「みやこ」 

① 蛤御門 

国司隊 

来島隊 

児玉隊 

真木隊 

 禁門の変の長州軍ルート 

②鷹司邸跡 

③木戸孝允旧邸跡 

④長州藩邸跡 

⑤ 
池田屋騒動跡 

① 相国寺 

② 室町幕府 
（花の御所） 

大内持世邸推定地③ 

⻑州藩邸跡の桂小五郎像 

京都御苑 

④赤松満祐邸推定地 

⑤室町幕府 
（等持寺跡） 

室町幕府⑥ 

（三条坊門邸） 

⑦大内義興邸推定地 

➇大内盛見邸推定地 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

                       

 

 

 
 
 

  
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口ふるさと伝承総合センター発行 

〒753-0034  山口市下竪小路 12  

TEL 083-928-3333  FAX 083-932-1877 

E-mail y-densho@c-able.ne.jp 

URL http://y-densho.sblo.jp/ 

 

館内見学時間 

9:00～17:00  

入場料  無料  

４月～スケジュール               

申込受付：お魚料理教室は４月 18 日（土）から、そば打ち

体験４月分受付は４月 20 日（月）まで、布ぞうり講座は５

月 20 日（水）まで    

イベント案内           

端午飾り 

大殿大路界隈を中心に、端午の 

節句にちなんだ飾りでまちが彩ら 

れる「端午 de さんぽ」が開催さ 

れます。（主催 NPO 法人大路小路 

まち・ひとづくりネットワーク 

TEL083-920-9220） 

伝承センターでも武者人形や 

こいのぼりを展示します。イラ 

ストレーター尾崎眞吾さんの絵画 

教室「楽描き倶楽部」受講生の作 

品展も開催します。 

○端午飾り（伝承センター） 

期 間：4 月 19 日(日)～5 月 9 日(土) 

（絵画作品展：5/3～5/13） 

9 時～17 時、観覧無料  

教室（初心者向け）・体験のご案内           

2020 年度各種教室を開講します                    
４月から各種教室（陶芸、大内塗、和裁、手織、トール

ペインティング＆メタルエンボッシングアート、革ろうけ

つ染レザークラフト、竹細工、着付、こどもの茶の湯）を

開講します。詳しくはパンフレット、ホームページをご覧

ください。まだ若干名受け付けている教室もありますの

で、ご希望の方はお問い合わせください。 

そば打ち体験 
打ったそば 3 人前をお持ち帰り 

日 時：毎月最終週、4 月は 26 日(日) 

13:30～16:00  

定 員：15 名（抽選にて選定） 

体験料：1,200 円（材料費含む、4 月から変更） 

お魚料理教室 
お魚を使った料理を作り試食します。 
日 時：火曜ｺｰｽ：6 月 2 日・9 日 
    水曜ｺｰｽ：6 月 3 日・10 日  
    いずれも 9:30～12:30 
講 師：藤井郁栄氏（料理研究家） 
定 員：各コース 12 名（先着順） 
材料費：1,600 円 

布ぞうり講座   
古布を使い布ぞうりを一足編みます。 
（編み台も販売します） 
日 時：6 月 12 日（金）、13 日（土） 

9 時～15 時 
講 師：矢野 喬氏（布草履工房主宰） 
定 員：各日 10 名（抽選）初めての方 

歓迎、小学生は要保護者同伴 
受講料：1,000 円 

※  :令和元年度後期教室


